リヤ ド 案 内 


平成 2 2 年 4 月 


在 サ ウジ アラ ビア 日 本 国 大 使 館 


国名 : 
面積 : 


公用 語 : 


独立 年 月 日 : 


国 祭 日 : 


主要 都市 : 


政体 : 


国家 元首 : 


款 教 : 
通貨 : 


在留 邦人 : 


邦 系 企業 : 


- ジ デー ュ ィ ン マジ ーー ララ ビー = 三国 枯 玩 計 


サウ ジア ラビ ア 王 国 (Kingdom of Saudi Arabia) 

2 1 5 万 平方 キロ (日 本 の 約 5. 7 倍 ) 

約 2, 368 万 人 (うち 在留 外国 人 は 約 6 1 4 万 人 、 年 2. 4 % 程 度 
の 人 口 増加 率 ) 

アラ ビア 語 ( 他 に 一 部 で 通用 する 外国 語 は 英語 

1927 年 5 月 20 日 (アブ ドゥ ル ア ジ ー ズ 初代 国王 の 国家 統一 ) 
9 月 23 日 (建国 記念 日) 

(1932 年 同日 、 勅 令 に より 「 サ ウジ アラ ビア 王国 」 の 建国 宣言 ) 
リヤ ド (首都 )、 ジ ッ ダ (西部 )、 メ ッ カ (聖地 )、 メ ディ ブナ (聖地 ) 、 
ダン マン (東部 州 )、 ア ブ ハ (南西 部 ) 

欧米 諾 国 で 言わ れる と ころ の 「 議 会 」・! 憲 法 」 は な い が 主 間 評 議会 
び 統 治 基 本 法 が それ ぞ れ 国会 ・ 憲 法 に 近い 機能 を 持つ と の 議論 も ある 。 
国王 が 政治 上 の 実権 も 有 し て いる 君主 制 で ある 。 
二 聖 モス ク の 守護 者 

2 ドジ ツク ーッ クズ グ ドウ 7 クー スル アグ アール ョ グレ クー ドド 必 属 
(Custodian of The Two Holy Mosques、King Abdullah Bin Abdulaziz 
Al1-Saud、 1 9 2 3 年 生誕 、2005 年 8 月 2 日 即位 ) (首相 来 任 ) 
イス ラム 教 (スン 三 派 に 属す る ワッ ハー プ 派 と 他 称 ) 

サウ ジ ・ リ ヤル (SR)、1US$=3. 75SR 

1SR= 約 24 円 (2010 年 3 月 現在 ) 

8 50 名 

( 在 サ ウジ アラ ビア 大 使 館 管 轄 48 7 名 2010 年 3 月 現在 ) 

( 在 ジ ッ ダ 総領 事 館 管轄 3 9 3 名 2009 年 10 月 現在 ) 

8 2 企業 (2008 年 9 月 現在 、 在 サウ ジア ラビ ア 大 使 館 管 轄 ) 


稚 汰 衝 池 王 中 の っ: に = : 基 - 革 キ エ 黄 

ゼー シュ ェ テ デ テテ ビン デー 〈 て リー ドド) 

時 差 | 日 本 より 6 時 間 遅 れ 。( リ ヤ ド の 正午 が 日 本 の 午後 6 時 ) 

気 。 候 | 内 陸 に ある た め 、 典 型 的 な 大 陸 性 砂漠 気 侯 で 、 一 年 間 を 通し て 乾燥 し て いる 。 

服 装 | 屋外 で は 、 薄手 の 服装 が 適当 だ が 、 室内 は 冷房 が 効き すぎ て いる 場合 が ある 
の で 、 上 着 等 を 用 意 し て お く と 良い 。 男女 を 問わ ず 、 肌 を 露出 する 服装 は 避 
身 を 覆う 黒衣 ) 着用 が 求め られ る 。 


高温 に よる 障害 (熱中 症 ) は 長 時 間 の 野外 滞在 や 運動 で 発生 する 。 予防 が 重 


要 で 、 水 分 と 塩分 の 十分 な 補給 (スポ ー ツ ドリ ンク の 摂取 ) 及び 炎天下 で の 
長 時 間 の 活動 を 避け る こと 、 また 十分 な 休 和 杖 を と る こと に 留意 する 。 系 外線 
予防 も 角膜 、 放 膚 の 障害 を 避け る 上 で 重要 で 、 サ ング ラス の 着用 、 日 焼け 止 
め の 光 布 が 奨め られ る 。 


保健 衛生 水道 水 の 通常 使用 に つい て は 衛生 上 の 問題 は な い が 、 飲 料 水 と し て は ミネ ラ 
ノル レ ウ ォ ー タ ー の 利用 が 望ま し い 。 当 地 に 特有 の 伝染 病 は な い 。 ま た 、 生 野菜 
を 食べ る こと も 問題 は な い 。 乾燥 の た め 上 和 具 ・ の ど ・ 目 ・ 皮 膚 等 を 痛め や すい 。 


香 
特段 の 制約 は な い 。 
数 年 前 に 大 規模 な テロ が 発生 し た が 、 現在 は 沈静 化し て いる 。 ま た 、 一 般 治 
言語 





安 情勢 は 悪く な い 。 一 般 に 街中 で の 写真 撮影 は 禁止 ( 示 博 に つなが っ た 事例 
あり )。 特 に 空港 の 撮影 は 厳禁 。 
| 言語 | アラ ビア 語 が 公用 語 。 ホ テル や レス トラ ン で は 英語 が 広く 通じ る 。 
示 革 上 の 国民 の 大 半 は イス ラム 教 の 中 で も 特に 戒律 が 茂 し い ワ ソ ッ ハ ー プ 派 に 属す る 。 
留意 点 酒類 ・ 懇 肉 製 品 ・ 女 性 の 肌 が 霞 出 し て いる 写真 の 載っ た 雑誌 等 の 持ち 込み は 
厳禁 、 ま た 、1 日 5 回 の お 祈り の 時 間 帯 (季節 に より 変動 ) に は 、 市 内 の 公 
共 施設 、 商 業 施設 が ほとん ど 閉 まっ て し まう た め ( 約 3 0 分 間 )、 注 意 が 必 
要 で ある 。 
お 祈り の 時 間 の 目安 : 1 回 目 04:18 頃 、 2 回目 11:58 頃 、 3 回 目 15:26 頃 、 
(4 月 ) 4 回目 18:16 頃 、 5 回 目 19:46 頃 
飲 酒 | 禁止 され て いる 。 
| 換 金 率 | 1 サウ ジリ アル (SR) = 約 24 円 (2010 年 3 月 現在 ) 
各 ホ テル 、 大 型 商店 、 レ スト ラン 等 で 、 主 要 ク レジ ッ ト カ ー ド が 使用 可能 。 


チ ッ プ | 特に 必要 は な い 。 な お 、 ホ テル 、 レ スト ラン で は 1 09%%… 1 5 の サー ビス 
料 が 料金 に 加算 され る 。 


コン セン ト は 、 次 の  』 タ イブ  B タ イブ BF タ イプ C タイ ブ 


4 タイ プ が 混在 し て の 
Os 吉 圧 も 1 10 ( ツ T < ゅ いり mr 9 















V と 2 40V の 双方 が ある が 1 1 0 V は 少な い 。 周 波数 は 6 0H z で ある 。 
電気 カミ ソリ 等 は 電池 式 を 持参 する 方 が 便利 。 
ジャ ッ ク は 日 本 と 同一 形式 。 日 本 国内 使用 の モデ ム も 利用 可 。 





1. リヤ ド 小 史 


リヤ ド は 、1 8 世紀 末 ま で ナジ ド 高 原 に 多数 散在 する 朱 村 の 一 つ に 過ぎ ず 、 当 時 は 隣接 
する ディ ライ ー ヤ が 、 第 一 次 サウ ー ド 王国 の 根拠 地 と し て 繁栄 し 、 こ の 地方 の 拠点 で あっ 
Se の の 0 リリ テー ド Re 還 国人 入 、 レ ツレ クツ ク パン の 人 で C あ の ムン の ポッ イン シャ 
プ ド ゥ ル ワ ッ ハー プ が 、 当 時 ディ ライ ー ヤ の 領 主 で あり 、 同 王国 の 初代 首長 で ある ム ふ ハ ン 
マ ド ・ イ ブン ・ サ ウー ド の 全面 的 な 文 持 、 協 力 の 下 、 宗 教 改 革 を 始め た こと で 発展 し 、 一 
方 で 、 サ ウー ド 家 は この 宗教 改革 に 来 じ て 勢 力 を 拡大 し て いっ た 。 

リヤ ド が 繁栄 し た の は 、1 8 1 8 年 オス マン ・ ト ルコ 和 皇帝 の 命 を 受け た エジプト 軍 の 攻 
略 に より 第 1 次 サウ ー ド 王国 が 崩壊 し 、 デ ィ ラ イー ヤ が 灰 料 に 帰し 、 デ ィ ラ イー ヤ に 代わ 
っ て サウ ー ド 家 の 本 拠 と な っ た た めで あり 、 以 来 ナ ジ ド 地方 の 中 心地 と し て 発展 し て 来 た 。 
その 後 、1 9 世紀 半ば 、 リ ヤ ド に 第 二 次 サ ウー ド 王 国 が 建国 され る が 、 同 世紀 末 再 び オ 
スマ ン ・ ト ルコ の 支援 を うけ た 北部 の イブ ン ・ ラ シー ド 家 の 攻略 に よっ て サウ ー ド 家 支 配 
は 崩壊 し 、 追 放 の 愛 き 目 を 見 る 。 

ドド 002 全 。 ク レク ョ ー ト に 人 全 し で いい だ C ア アド クル レル ャ プシ ー ス (リク シメ ク ドッ ァ き 国 飲 
代 国 王 ) は 少数 の 手勢 と 共に 、 リ ヤ ド に 潜入 、 マ スマ ク 城 に いた ラシー ド 家 の 総督 アデ ジュ 
ラー デン を 殺害 、 リ ヤ ド 条 回 に 成功 し 、 第 三次 ザウ ー ド 手 国 を 興し た 。 ア デア プ ドウ ル ア ジ ニス 
王 は さら に 、 北 部 の ハー イル 、 東 部 の ハ サ 、 南 部 の アシ ー ル 、 西 部 の ヒジ ャ ー ズ の 各地 方 
を 次 々 に 文 配下 に 置き 、1932 年 国名 を 「 サ ウジ アラ ビア 王国 」 と 改め 、 今 日 の サウ ジ 
アラ ビア 王国 が 誕生 し た 。 こ こ に 、 リ ヤ ド は 従来 の 一 地方 都市 か ら ア ラビ ア 半 島 の 大 部 分 
だ を 下 の の ーー 凡 手 国 の 赴 都 と か つう た だ 。 

アブ ドッ ル ・ ア ジー ズ 初 代 国 王 の 時 代 に 、 最 初 の 油田 が 発掘 され て 以来 、 サ ウジ アラ ビ 
ア 王 国 は 、 急 速 な 近代 化 を 迎え る こと に な り 、 リ ヤ ド も 大 き な 発 展 を 遂げ た 。 

現在 、 サ ウジ アラ ビア 王国 が 世界 最大 の 原油 埋蔵 量 を 誇る 大 産油 国 と し て その 政治 的 、 
経済 的 影響 力 を 増大 させ て き て お り 、 リ ヤ ド は 今や 世界 各国 の 首脳 が 顔 繁 に 来訪 する 名 実 
と も に 主要 国際 都市 と な っ て いる 。 





リヤ ド は 、 ア ラビ ア ま で 約 5 00Km、 紅 海 ま で 約 1 000Km の 内 陸 に ある た め 、 
典型 的 な 大 陸 性 砂漠 気候 で 、 気 温 の 年 較差 ・ 日 較 差 が 大 きく 、 整 し て いる 。 1 0 月 か ら 
3 月 に か け て 比較 的 涼し い 季 節 に 雨 も 降り 、 年 に 数 日 、 数 時 間 の 集中 愛 貝 に 見 舞 わ れる こ 
と が ある 。 その他 の 季節 に 降る こと は 、 ほ と ん ど 皆 無 。 敢えて 4 シー ズン に 分 け て みれ ば 、 
3 と 4 月 中 旬 が 春 、4 月 中 旬 ー9 月 が 夏 、10 て 1 1 月 が 秋 、12 月 て 2 月 が 冬 。 春先 に 
は 、 砂 風 に 見 導 わ れる こと が ある 。 





リヤ ド 
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(出所 : BBC Weather Centre) 





3. 宗教 上 の 日 課 ・ 行 事 


(1 ) 礼拝 (サラ ー) 


イス ラム の 五行 の 一 つと し て 日 々 の 礼拝 が あり 、1 日 5 回 の 祈り の 時 間 が も うけ られ て 
いる 。 和 祈り の 時 間 帯 は 李 節 に よっ て 変動 し 、 地 域 に よっ て も 異な る 。 例 えば リヤ ド で は ジ 
ッ ダ より も 約 3 0 分 早い 。 礼 拝 時 間 は 新聞 に 毎日 記載 され て いる 。 礼拝 の 時 間 を 告げ る 合 
図 (アザ ー ン ) が モス ク か ら 流 れる と 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 、 銀 行 、 レ スト ラン 等 全て の 
店 舗 が 約 3 0 分 間 す べ て 閉店 と な る 。 (前 、 レ スト ラン 及び 一 部 の スー パー マー ケッ ト で は 
礼拝 時 間 中 、 店 内 に 留まる こと を 認め て いる 。) 従っ て 、 買 物 等 は お 祈り の 時 間 を 念頭 に お 
いて 効率 良く 済ま せる こと が 必要 で ある 。 


リヤ ド に 於 ける 礼拝 時 間 の 目安 
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(2) 休日 


イス ラム (ヒジ ュ ラ ) 暦 を 基準 と し て いる の で 、 官 庁 は 木 、 金 曜日 が 休み 。 その他 の 大 
半 の オフ ィ ス 等 は 木曜 日 が 半日 また は 1 日 休み 、 人 金曜 日 は 完全 な 休み と な っ て いる 。 


(3) 祝 ・ 祭 日 


当 国 の 祝 ・ 祭 日 は イス ラム に 関す る も の で 、 ラ マダ ン (断食 ) 月 後 の 約 1 週間 、 ハ ッ ジ 
(G 有 礼 ) 月 の 約 1 0 日 間 。 こ れ ら は イス ラム 麻 に 基づい て いる た め 、 太 陽 暦 で は 毎年 約 1 
1 日 ずつ 早く な る 。 2 0 0 5 年 か ら は 建国 記念 日 (9 月 2 3 日 ) も 祝日 に 指定 され た 。 


(4) 断食 


イス ラム 暦 第 9 月 (ラマ ダン ) に 行う も の で 一 ヶ月 間 (2010 年 は 8 月 11 日 頃 ~9 

月 9 日 頃 ) が 断食 月 と 決め られ て いる 。 断食 は 毎日 、 日 の 出 か ら 日 没 ま で 一 切 の 食物 を 断 
6 の 6。 RS 一 切 禁止 。 一 般 に こ 
の 期間 中 の 全て の 機関 ・ ・ 店 舗 の 日 中 の 活動 は 大 幅 に スロ ー ダ ウン し 、 逆 に 日 没後 多 
PP 


(5) ハッ ジ ( 選 礼 ) 


芝 w 礼 は イス ラム 暦 第 1 2 月 (2010 年 は 11 月 13 日 て 18 日 ) に 行わ れる 宗教 行事 
で 、 毎 年 2 0 0 万 人 を 超す 巡礼 者 が メッ カ 、 メ ディ ナ の 両 イ スラ ム 聖 地 を 訪れ る 。 な お 、 
芝 礼 月 後 2 て 3 ヵ月 は 不法 滞在 者 に 対す る 取締 り が 茂 し く な り 、 映 分 を 証明 する 書類 を 所 
持 し て いな けれ ば 拘禁 され る 事 が ある の で 、 外 出 の 際 は イカ ー マ 等 の 身分 証明 書 を 必ず 携 
行 す る 必要 が ある 。 


4 . 出入 国 


(1) 入国 


A. 査 証 
査証 の 事前 取得 が 必要 。 また 、 入 国 す る 際 に は 入国 カー ド が 必要 だ が 、 サ ウジ 航空 の 国 
際 線 の 場合 、 機 内 で 配ら れ な いこ と も ある の で 、 フ ライ ト ア テン ダン ト に 依頼 する 。 


B. 通 関 

通関 時 の 検査 は 極め て 厳し い 。 イ スラ ム 教 の 戒律 に 従い 、 ア ルコ ユール 類 、 信 仰 の 対象 と 
な る 偶像 、 ポ ル ノ 雑誌 類 (一 般 の 雑誌 で も 水着 や ヌー ド 写 真 が あれ ば 不可 )、 懇 肉 な どの 持 
ち 込 み は 禁 止 。 また 、 仮に アル コー ル 類 で は な く と も 、 瓶 の 形 を し た も の が 入っ て いれ ば 、 
何 物 を 開け る よう に 言わ れ た り 、 同 様 に 、 音 楽 CD で あっ て も 、 ポ ル ノ DVD で な いこ 
を 確認 する た め に 、1 枚 1 枚 チ ェ ッ ク さ れ た りす る こと も ある 。 禁 制品 が 見 つか っ た 場合 
に は 、 没 収 及び 始末 書 に 留まら ず 、 投 獄 の 後 、 国 外 追放 され る 場合 も あり 得る 。 


(2) 出国 


出国 の 際 の 検査 は せ 、 入 国 の 際 と 同様 蔵 し い 。 出国 カ ー ド が 必要 。 チ ェ ッ クイ ンカ ウン タ 
ー に 行く 前 に 機内 預け 荷物 の X 線 検査 が ある 。 ま た 、 パ スポ ー ト コン トロ ー ル の 後に 機内 
持ち 込み 荷物 の X 線 検査 が ある 。 


※ キ ング e ノッ ュー リ ド 国際 空港 案内 


キン グ ・ ハ ー リ ド 国 際 空 港 が リヤ ド の 空 の 玄 関 。 こ の 空 浴 は 1983 年 12 月 に 開港 さ 
れ 、 絵 工費 3 2 億 ドル 、2 2 5 平 考 キロ メー トル に 4 つの 一 般 用 ター ミナ ル 及 び 1 つの 王 
室 専 用 ター ミナ ル が ある 。 一般 旅客 ター ミナ ル の うち 、 現 在 タ ー ミ ナル 1 (外国 航空 会 社 
発着 )、 タ ー ミ ナル 2 (サウ ジア ラビ ア 航 空 の 国際 線 発着 )、 及 び タ ー ミ ナル 3 (国内 線 発 
着 ) が 使用 され て いる 。 


5. 両替 


リヤ ド 市 内 で は 、 日 本 円 の 両 礁 は で き な い 。 ドル や ユー ロ は 市 内 の 銀行 や ホテ ル で 両 菩 
で きる が 、 ホ テル で の 両替 は 、 多 少 レ ー ト が 悪い 。 ま た 、 空 港 で ゃ も 両 夫 は 出来 る が 、 サ ウ 
ジリ アル (SR) か ら ド ル や ユー ロ 等 へ の 両 夫 は 、 SR 5 0 0 以上 で な いと 受け 付け て も 


ら え な い 場 合 が ある 。 トラ ベラ ー ズ チェ ッ ク は 、 リ ヤ ド 市 内 で は ほとん ど 利 用 出来 な い が 、 
銀行 に て 現金 化 は で きる 。 


公衆 電話 は 、10、50、100 ハ ララ ・ コ イン 及び 電話 カー ド が 使用 で きる 。 日 本 へ 
の 国際 電話 は 、SR2. 7 ノ 分 程度 。 ま た 、 携 帯電 話 を レン タル する こと も 出来 る 。 レン 
クル 料 は 、SR 1 1 5/ 日 程度 。 日 本 へ の 国際 電話 は 、SR 2. 6 ノ 分 で 、 夜 間 は 割引 な 
る 。 国内 通話 は 、 携 帯電 話 相 手 で 、SR 0. 4/ 分 、 固 定 電話 相手 で 、SRO0. 1 ノ 分 程 
度 。 電話 の か け 方 は 以下 の 通り 。 

・ 国 内 通話 (固定 電話 ) つづ 地域 番号 (リヤ ド : 01) 十 相 手 の 電 話 番号 

例 : 日 本 大 使 館 01 一 488 一 1100 
(携帯 電話 ) つ 相手 の 携帯 電話 番号 
例 : 日 本 大 使 館員 の 携帯 電話 050 一 メメ メー※※※X※ 
・ 国 際 電 話 (固定 電話 ) づつ 00 十 国 番号 十 地 域 番 号 (0 を と る ) 十 相 手 の 電 話 番号 
例 : 本 省 0081 一 83ー3580 一 3311 
(携帯 電話 ) つ 00 十 国 番 呈 士 相手 の 携帯 電話 番号 (0 を と る ) 
例 : 日 本 国内 の 携帯 電話 0081 一 90 一 メメ ※ー※ メ ※※ 


7. 郵便 


一 般 郵 便 は 、 国 内 、 国 外 と も 利用 で きる 。 市 内 に ポス ト が ある が 、 定 期 的 に 収集 され て 
いる か 不明 な の で 、 直 接 郵便 局 へ 持っ て 行っ た 方 が よい 。 料金 は 、 以 下 の 通 り 。 

葉書 国内 : SR1/ 枚 GCC 諸国 : SR2 ノ 枚 その 他 : SR3 ノ 枚 
封 条 (て 50g) 国内 :SR2/ 枚 GCC 諸国 :SR3 ノ プ 枚 その 他 :SR4 ノ 枚 
封筒 の 場合 は 、 重 量 が 増加 する の に 伴い 料金 も 上 が る 。 日 本 へ は 通常 1 週間 程度 で 届く 。 
また 、EMS も 利用 で きる 。 料金 は 以下 の 通り 。 

> と 500g 国内 :SR50 ン 個 GCC 諸国 :SR60 ン ノ 個 その 他 :SR130 ン / 個 
500g 毎 国内 : 十 SR8 GCC 諸国 : 十 SR10 その 他 : 二 SR20 


8. 交通 


(1 ) 航空 機 


リヤ ド を は じ め 、 現 在 2 0 以上 の 国内 空港 が ある 。 国際 線 は 、 主 に リヤ ド 、 ジ ッ ダ 及び 
ダン マン に 乗り 入れ て いる 。 チェッ クイン は 、 国 際 線 が 出発 2 時 間 前 、 国 内 線 が 出発 1 時 


間 前 まで に 行う の が 望ま し い 。 通常 リコ ン フ ァ ー ム は 不要 だ が 、 航 空 会 社 の 都合 で 一 方 的 
(で 0 や や ジン セ ッ レジ さ の こと やあ の の で 、 月 の の こめ の リラ シン アツ アァ アーム は し て あお く ク が 
よい 。 主 な 航空 会 社 の 電話 番号 は 以下 の 通り 。※ は 、 市 内 局番 (0 1) 不要 。 


ウン シン 証人 (SV fr:488 一 4444 
・ エ アー フラ ンス 航空 (AF) fw:800 一 124 一 9995※ 
ジリ プッ イッ ツ ョ ミッ トラ ンド 衣 衝 (BBD) lk 2 上 学 る 0O 1 4 
・ ル フト ハン ザ 航 空 (LTH) mW:463 一 2004 
・ キ ャ セイ パス イィ フィ ッ ク 航 空 (C 又 ) rk:479 一 3232 
2 SM 坦 (IK) 症 :486 一 7000 
・ エ ッ チ ハッ ド 航 空 (EY) 2 ググ ク ク 
・ カ ター ルル 航空 (QR) mL:218 一 0404 
・ ガ ルフ 航空 (GF) rk:462 一 6666 
・ イ エメ ン 航 空 (1 Y) tr:403 一 9248 
・ ク ウェ イト 航空 (KU) 耶 :464ー0515 
・ ロ イヤ ル ヨ ル ダ ン 航空 (R 本 ) r:218 一 0850 
・ ト ルコ 航空 (TK) kr:463 一 1600 
・ エ ジブ プ ト 航 空 (MS) rk:92ー00 一 22292※ 
・ ミ ドル イー スト 航空 (ME) w:465 一 6600 
(2 ) 鉄道 


リヤ ドン ダン マン 間 に あ る の み で 、 通 称 「 ダ ンマ ン 鉄 道 」。 格 安 の 移動 機関 と し て 、 出 稼 
ぎ 労 働 者 等 で 混ん で いる 。 1 日 4 本 あっ て 、 リ ヤドン ダン マン 間 の 所 要 時 間 は 4 て 5 時 間 
2y09 る 料金 は 、 アル リノ ラス SRITS5、 ア アァ アー スト クラ クス が SR75、 ノ ツー マ 
ルク ラス が SR 6 0。 問い 合わ せ は リヤ ド 駅 (電話 448 一 0000) まで 。 リ ヤ ド 駅 は 、 
リヤ ド 市 の 南 、 旧 市 街 地 に ある 。 英 語 を 解す オオ ベレ ー タ ー は 常駐 し て いる こと に な っ て い 
る が 、 い な い 場 合 も 多い 。 


(3) バス 


主要 都市 及び 市 内 に は バス の ネッ トワ ー ク が 発達 し て いる が 、 利 用 者 は ほとん ど イ ンド 
や パキスタン か ら の 出稼 ぎ 労 働 者 で あり 、 ル ー ト が 分 か り に くく 、 利 用 は 難し い 。 


(4) レン タカ ー 


レン タカ ー は 空港 、 一 流 ホ テル の カワ ウンター 等 で 、HANCO、EUROPCAR、AVIS、BUDGET 等 の 


有名 会 社 の も の を 、 運 転 手 付 、 な し の どちら で も 借り られ る 。 


(5) タク シー 


タク シー は 白地 の 車体 で 屋根 の 上 に TAX 1 と 書か か れ て お り 、 空 港 周辺 の 他 、 市 内 各 
記 書 つる で いる の る 。 システム 代 、 朋 本 の クノ クシ ツー の よう に クー クー 削 の 座 合 もめ ある が の が 。 グ メー 
ター が つい て な い 場 合 も ある 。 メ ー タ ー が つい て いな い 場 合 は 、 乗 る 前 に 料金 を 確認 ある 
い は 、 交 渉 す る 必要 が ある 。 流 し の タク シー を 拾う こと も 電話 で 呼び 出す こと も 可能 。 運 
転 手 が 出稼 ぎ 労 働 者 の 場合 は 比較 的 英語 が 通じ し る が 、 サ ウジ 人 の 運転 手 だ と 外国 語 が 全く 
通じ な い 場 合 が ある 。 主 な 料金 の 目安 は 下記 を 参照 。 


市 内 ーー 外交 団地 区 (Dip1omatic Quarter) 20 て と 30SR 
市 内 空港 60>C70SR 


(1 ) 


(2 ) 


(3 ) 


(4 ) 


(5 ) 


(6 ) 


(7 ) 


9. ホホ テル 


ホテ ル ア ル コザ マ ( Hotel Al Khozama ) 
jik:4605 一 4650 HAX:464ー8576 
ジグ 2 ぴり アグ ンー く 


シェラ トン リヤ ド ( Sheraton Riyadh ) 
jm:454 一 3300 HAX:454 一 1889 
ギ キモ ンク ググ ムク グッ ワー 近く 


マリ オッ ト ( Marriot Riyadh ) 
jm:477 一 9300 HAX:477 一 9089 
石油 省 近く 


イン ター コン チ ネ ンタ ルリ ヤ ド ( INTERCONTTNENTAL RIYADH ) 
065 デ 8000 MK A09 2888 
内 務 省 近く 


ラディ ソン サス ホテ ル ( Radisson SAS Hotel ) 
が 9 デー ルク 0 ルル MAN 人 クン テ 5 る 
旧 空 港 道路 沿い 


フォ ー シ ー ズ ンズ ホテ ル ( FOUR SEASONS HOTEL ) 
コー5000 に HAX 2115890 
22 ペク リー 


アル ファ イサ リア ホテ ル ( AL FATSALIAH HOTET ) 


IAe り 7 920000 TA クラ 3 と き 300 
タリ 2 グレー 人 
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10. レス トラ ン 案 内 


(1 ) 日 本 料理 
A. 東京 レス トラ ン ( Tokyo Restaurant ) 26.0 5.07Y 2 


ウノ レー バ 通 り 沿い 、 人 金曜 定休 
( 夜 ) 18:30 て 23:00 


( 昼 ) 12:30 て 14:30 
B. 将軍 ( Shogun ) 

ラディ ソン サス ホテ ル 4th Floor、 雰 囲 気 が よい 
( 夜 ) 19:00 て 23:00 


jr: 和 479 一 12834 


( 昼 ) 12:00 て 15:30 


(2) 中 華 料 理 
A. ミラ ー ジ ュ ( Mirage ) 全 :483 一 4216 
員 林 式 の デー デーン ル あ り 、 


ウル ー バ 通り 沿い 、 
( 夜 ) 17:00 て 23:00 


( 昼 ) 13:00 て 15:00 


BN ジイ ジイ 「( 米 米 ) 
ホテ ル ア ル コザ マ の 手 、 水 曜 、 金 曜 の 夜 、 木 曜 は ビュ ッ フ ェ ス タイ ル (SR 6 0) 


lr: 人 465 一 1181 


( 昼 ) 12:00C15:00  ( 和 夜 ) 18:00 て 24:00 


(3) 韓国 料理 
A. コリ アン ・ パ レス ( 秘 欧 ) 民 * 人 人 46 オー5752 
オレ イヤ 地区 、 木 曜 の 夜 は ブッ フェ スタ イル (SR90) 


( 昼 ) 11:00 て 15:00  ( 後 ) 17:00 て 23:00 


(4) イン ド 料 理 
A. アヴァ ダ ( AVADAH DUM PUKHT ) :465 一 4109 
タダ タ ハ リア 通り 沿い 、 高 級 イ ンド 料理 店 


( 夜 ) 18:30 て 24:00 
EL 入 に 7。、 の ー こ うき 人 0 


( 昼 ) 12:30 て 15:00 
B. マル ハバ ( MARHABA ) 

オレ イヤ 通り 治 い 
( 昼 ) 12:00 て 15:30  ( 和 夜 ) 18:80 て 24:00 


(5) タイ 乏 フ ィ リ ピン 料理 
A. チェ ンマ イ ( CHIANGMAI RESTAURANT ) 胡 :483 一 3695 


ウル ー バ 通り 沿い 
( 昼 ) 10:30 て 15:00 (金曜 は 12:30 か ら ) ( 夜 ) 17:00 て 24:00 


| 旧 際 = 


B. ヴィ ラ ( VILLA RESTAURANT ) 古 :482 一 2749 
ウノ ルー バ 通 り 沿い 
( 昼 ) 11:00 て 14:30  ( 和 夜 ) 17:00 て 23:00 (金曜 は 12:30 て 23:00) 


(6 ) イタ リア 料理 

C. スパ ジオ ( SPAGIO ) 古 :211 一 1888 
キン グ ダ ム タワ ー 77th Hoor、 要 予約 、 眺 め が よ い 
12:00 て 24:30 昼 (18:00 て 16:000 は ビュ ッ フ ェ ス タイ ル も ある 

E. クリ スタ ル ・ グ リル ルー ム ( Cmistal Grillroom ) SE 90 ク ク ク ク 
ゲッ ルツ グ アパ イザ リク ボン ル 人 内 
( 昼 ) 13:00 て 16:00  ( 和 夜 ) 20:00 て 23:30 

F. ダ ・ ビ ピー ノ ( Da Pino ) (MS 0 5 こ 。46.5.0 
アル コザ マセ ンタ ー 1st H]oor 
( 昼 ) 12:00 て 15:00  ( 和 夜 ) 19:00 て 23:00 


(7 ) フラ ンス 料理 
A. グロ ー ブ プ (THE GLOBE ) (0 の し の の の 
ファ イサ リア タワ ー 84th Floor、 要 予約 、 眺 め が よ い 
( 昼 ) 12:00 て 15:00 (ティ ー) 16:00 て 19:00  ( 和 夜 ) 20:00 て 24:30 
C. フレ ンチ ・ コ ー ナ ー ( FRENCH CORNER ) (ke200A 二 らき クウ ク 
バッ ダー プ 通 り 沿 い 
13:00 て 23:30 


(8) アラ ビア 料理 


A. ナジ ド ・ ヴ ィ レ ッ ジ ( Najd Village ) SO2 二 06 5.80 
タカ ソ ッ シ 通り 沿い 、 金 曜 は ファ ミリ ー の み 、 ア ラブ 式 に 座っ て 食べ る 
12:30 て 24:00 

C. アル ・ ナ キー ル ( AL NAKHREREL ) k:465 一 4650 (内 線 :7674) 


アル コザ マセ ンタ ー 7th HIoor、 ビ ュ ッ フェ スタ イル 、 フ ァ ミ リー セク ショ ン あ り 
( 夜 ) 19:80 て 24:00。※ た だ し 土曜 日 は 休み 

D. グー ジー ( GOOZY ) 2 0 95: 6.6 
デア タク グ シン 崩 り 給 い 、 シ アァ ミ リー も セク ショ ン あ り 
10:00 て 24:30、 フ ァ ミ リー セク ショ ン は 12:30 て 、 市 内 に 複数 店 舗 あ り 

F. アッ サラ ヤ ・ ト ルキ ッシュ ( ASSARAYA TURKTSH ) 0 中 王 98 8 6 
レコ 料理 、 シ ァ ミ リー セク ショ ン あ り 
2 4 時 間 営 業 


・ 1 クソ ・- 


1 1. 視 和 祭 先 案 内 


(1) 市 内 
A. 国立 博物 館 fw:402ー9500 
金曜 は 17 時 か ら 23 時 まで 、 土 曜 は 9 時 か ら 12 時 まで 開館 
開館 時 間 : (午前 ) 09:00 て 12:00 (午後 ) 17:00 て 23:00 
入館 制限 : 日 、 月 、 水 、 木 つ (午前 ) 男性 (午後 ) ファ ミリ ー 
火 つ (午前 ) 女性 (午後 ) 男性 
金 ググ ウー 
料金 ・ SR15 


国立 博物 館 は 、 1 9 0 2 年 の 初代 国王 アテ アブドゥル ・ ア ジー ズ に よる リヤ ド 春 回 1 0 0 周 
年 を 記念 し て 、1 9 9 9 年 に オー プン し た 。 (リヤ ド 奪 回 の 日 は 、 イ スラ ム 歴 で 131 9 年 
10 月 5 日 に あたり 、100 年 後 の 1419 年 10 月 5 日 は 、 グレ ゴリ ウス 歴 で 1999 
人 穫 中 2 2 目 (GR の) 

館内 は 広く 、 近 代 的 な 建物 で ある 。 主 に 考古 学 、 歴 史 の 分 野 を 中 心 に 、8 つの パピ ビ リオ 
ジ の の ら な っ て いる 。 


B. ムラ ッ バ ・ パ レス 邦 :401 一 1999 (キン グ ア ブ ドゥ ル ア ジ ズ セ ンタ ー) 
土曜 は 終日 閉館 。 
開館 時 間 : 18:00 て 21:00 





夜 は ライ ト ア ッ プ され る 初代 国王 の ロー ルス ロイ ス 


ムラ ッ バ ・ パ レス の 建設 

アブ ドゥ ル ・ ア ジー ズ 初 代 国 王 は 、 1 9 0 2 年 の リヤ ド 入 城 後 、 マ スマ ク 城 の 修復 と 同 
時 に 新た な パレ ス の 建設 を 開始 し た 。 こ れ ら の パレ ス は 、1 9 1 2 年 に は 完成 し た が 、 そ 
の 後 も アブ ドゥ ル ・ ア ジー ズ 初 代 国 王 は 、 マ スマ ク 城 に 居 を 構え 、 3 0 年 間 か け て アラ ビ 
ア 半 島 統 一 の 大 事業 を 成し遂げ た 。 ア ブ ド ゥ ル ・ ア ジー ズ 初 代 国 王 が 、 ム ラッ バ ・ パ レス 
2 二 司 し た の 1 983 8 年 の こと で あめ ある 。 ム ラッ パ マ パレ スズ ほ き 、 ア フフ ド ウル ィ ア シー クス 初 
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代 国 王 の 晩年 に か け て 再度 修復 され た 。 晩年 足腰 が 弱く な り 、 階 段 を 上 る の に 支障 を きた 
し は じ め た アデ アブ ドゥ ル ・ ア ジー ズ 初 代 国 王 の た め に 設置 され た エレ ベー ター は 、 リ ヤ ド で 
初め て の も の だ っ た 。 


現在 は 、 一 般 公 開 さ れ て いる 。 隣接 し て いる キン グ ア ブ ドゥ ル ア ジ ズ セ ンタ ー に は 、 初 
代 国 王 の 遺品 が 展示 され て いる 他 、 当 時 の チャ ー チ ル 英 首相 か ら 財 られ た ロー ルス ロイ ス 
が 展示 され て いる 。 


C. マス マク 城 :411 一 0091 
木曜 午後 、 金 曜 終日 閉 城 。 
開城 時 間 : (午前 ) 08:00 て 12:00 (午後) 16:00 て 21:00 


入城 制限 : 土 、 月 、 水 つ 巡 性 
則 2K、 NR クア ミル リー 
お 祈り 制限 : お 和 祈り 開始 前 迄 に 入場 し て いれ ば お 祈り の 間 、 中 に 居 続 ける 事 は 可能 。 





マス マク リヤ ド 礁 回 の 舞台 に な っ た 門 


マス マク 城 は 、 現 サウ ジア ラビ ア 王 国 (第 3 次 サウ ー ド 王国 に あたる ) の 建国 の 父 ア ブ 
ドゥ ル ・ ア ジー ズ 初 代 国 王 が 、1 9 0 2 年 に クウ ェ イ ト 亡 偉 か ら ア ラビ プア 半島 統一 に 向け 、 
最初 の 勝利 を 飾っ た 場所 で ある 。 マ スマ ク 城 は サウ ー ド 王家 の 半島 征服 の シン ボル で あり 、 
アブ ドゥ ッ ル ・ ア ジー ズ 初 代 国 王 の 英雄 伝説 に 欠か せな い 舞 台 で ある 。 


マス マク 城 の 建設 と 当時 の ネジ ド 地 方 の 情勢 

マス マク 城 は 、1 8 6 5 年 に アブド ゥ ル ・ ア ジー ズ 国 王 の 叔父 に あたる リヤ ド 領 主 ア ブ 
ダッ ラー が 建設 し た も の で ある 。 マス マク と は 「 厚 い 璧 」 を 意味 する アラ ビア 語 に 由来 し 、 
その 堅 固 な 城壁 作り を 誇 玉 し て いる 。 当 時 の サウ ー ド 家 は 、 リ ヤ ド を 支配 する 地方 領主 の 
地位 に あり 、 近 隣 有力 部 族 と の 争い が 絶え ず 、 ま た 、 マ スマ ク 城 の 領主 で も や る アブ ダッ ラ 
ー の 領主 即位 を 巡る サウ ー ド 家内 で の 内 紛 が 激しく 、 同 家 は 弱体 化し て いた 。1 8 9 1 年 、 
サウ ー ド 家 の 宿 英 で ある ラシー ド 家 は リヤ ド を 攻撃 、 マ スマ ク 城 も 陥落 し 、 年 少 の アブ ド 
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ゥ ルレ ・ ア ジー ズ を 含む サウ ー ド 家 は 1 0 年 間 、 オ スマ ン ・ ト ルコ 配下 の クウ ェ イ ト に 亡命 
を 余儀 な くさ れ た 。 


マス マク 城 の 奪回 

クワ ウェ イト 亡命 か ら 1 0 年 後 の 1 9 0 2 年 、 成 人 し た アブ ドゥ ル ・ ア ジー ズ は 、 わ ず か 
4 0 名 の 部 下 を 従え て ラシー ド 家 に 対し 挙兵 し た 。 同 年 6 月 1 5 日 午前 5 時 頃 、 央 か ら 出 
て きた 敵 方 城主 アジ ェ ラ ー ン (ラシー ド 家 の 家臣 ) が マス マク 城 正門 に 達し た 時 、 ア ブ ド 
ゥ ル ・ ア ジー ズ は 単身 、 急 舞 を か けた 。 両 名 の 一 騎 打 ちの 様子 は 、 ア ブ ド ゥ ル ・ ア ジー ズ 
の 武田 伝 の 一 つと し て 今日 まで 伝え られ て いる 。 正門 に は アブ ドッ ゥ ル ・ ア ジー ズ の 従兄 弟 
で ある 猛将 ジル ウィ ー が アジ ュ ラ ー ン に 向け 放ち 、 外 れ た 槍 の 痕 が 残っ て いる 。 和 急襲 を 光 
れ 、 城 内 に 人 避難 し た アジ ュ ラ ー ン は 、 ジ ルウ ィ ー に よっ て 斬り 殺さ れ た 。 こ の 戦闘 は アプ 
ドゥ ル ・ ア ジー ズ の 王国 建国 更 を 飾る 最初 の 勝利 で あり 、 マ スマ ク 城 の 奪回 に より 、 サ ソウ 
ー ド 家 は リヤ ド に 帰還 し た 。 それから 3 0 年 、 ア デブ ド ゥ ッ ル ・ ア ジー ズ は リヤ ド を 中 心 に 、 
アラ ビア 半島 の 征服 事業 に 貸 進 し た 。 同 城 は 、 王 国 拡張 期 の アブ ドゥ ル ・ ア ジー ズ の 宮殿 
と し て 使用 され 、 彼 が 征服 し た 部 族 か ら の 和 朝 真 、 反 抗 部 族長 の 監獄 や 、 友 好 関 係 に あっ た 
敵国 の 将校 を も て な す 場 と し て も 使わ れ た 。 その後 、 新 た な 宮殿 (ムラ ッ バ ・ パ レス ) へ 
移る 1 9 3 8 年 まで 居 を 構え た 。 


マス マク 城 は 、1 9 9 4 年 に 修復 作業 が 完了 し 、1 9 9 5 年 春 か ら 歴 史 博 物 館 と し て 一 
般 公開 され て いる 。 城 内 は 、5 つ の セク ショ ン か ら な る 。 


0 清 クラ ショック (作り クウ 二 
展望 台 利 用 可能 時 間 : 11:30<26:00 ノ 料金 ・ SR35 





グレ 52 ゲル サジ リリ アン レー 
アル ファ イサ リア タワ ー は 、2000 年 5 月 1 4 日 に 完成 し た 。 キ ング ダム タワ ー が 完 


成す る まで は 、 サ ウジ アラ ビア 王国 内 で 最も 高い 建物 で あっ た 。 高 さ は 地上 2 6 7m。 ア 
ルフ ァ イ サ リア ホテ ル 、 フ ァ イ サ リア モー ル と 直結 し て いる 。 上 方 に は 、 フ レン チレ スト 
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グン 5 KC MY の 。 


E. キン グ ダ ム タワ ー 
展 請 台 利 用 可能 時 間 : 土 、 日 、 月 、 火 、 金 つ 16:00-23:00 
水 、 木 つっ 18:00 て 14:30、16:00 て 23:00 
料金 ・ SR25 





キン グ ダ ム タワ ー 


キン グ ダ ム タワ ー は 、20083 年 10 月 12 日 に オー プン し た 。 建物 自体 は 、2002 
年 に 完成 し 、 高 さ 3 0 2m で 、 現在 サウ ジア ラビ ア 王 国内 に お いて 、 最も 高い 建物 で ある 。 
建物 の 所 有 は 、 キ ング ダム ホー ルディ ング ス (アル ワリ ー ド ビン タラ ー ル 殿下 が 代表 )。 建 
物 の 申 選 ほ 、 シ ォ ー シ ー ス シズ ホ デル や キン ク グ ムギ キー ル の 他 、 オ シィ スズ も 入っ て いる 。 
展望 台 は 9 9 階 に ある 。 7 7 階 に は 、 イ タリ アン レス トラ ン が 入っ て いる 。 


G. ディ ラス ー ク 
金曜 の 午前 は 閉まっ て いる 。 





リヤ ド の 旧 中 心地 、Al-Adl 地区 に ある 近代 アラ プ 風 市 場 。 ゴ ー ル ド 、 ホワ イト ゴー ルド 、 
シン ルク そそ ど を 改 っ て いる ロー ルド スー クノ が 入っ ろ て いる の 。 ザ クン クイ ヤ も ここ で 見 る こと 
が で きる 。 トー ブ プ (男性 が 着 て いる 白い 服 ) や アバ ヤ (女性 が 身 に まとっ て いる 黒い 服 ) 
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も 売っ て お り 、 民 芸 品 を 売っ て いる アン ティ ー ク スー ク や 中 東 、 中 央 アジ ア の 紋 入 を 扱う 
カー ペット スー ク も ある 。 マ スマ ク 城 に 隣接 し て いて 、 公 開 処 刑場 も 近く に ある 。 


HH. バト ハス ー ク 

旧 空 港 通り の 東 、 デ ィ ラ スー ク と 相対 し て いる 雑多 な 市 場 。 広 範囲 に 渡る 市 場 で 、 地 区 
毎 に 、 日 用 雑貨 、 衣 類 、 香 辛 料 、 電 化 製品 、 自 動車 の 部 品 等 多種 多様 な も の を 売っ て いる 。 
値段 は 手頃 で 、 特 に 外国 人 労働 者 が 多く 利用 し て いる 。 


(2) 郊外 


A. ディ ライ ー ヤ 遺跡 :486 一 2435 
リヤ ド 市 内 か ら 片 道 約 1 5 分 。 





遺跡 へ の 入 晶 遺跡 の 一 部 


デイ ン イ ー ヤ と 言う 名 前 ほ 、! 盾 」 どい う 言 本 (EC 南 来 す る 。 デ ィ ブ イー ヤ は 現 人 大 の ザ ソ ー 
ド 王 国 発 儲 の 地 で 、1 8 世紀 後半 か ら 1 9 世紀 初頭 に か け て 繁栄 し た 第 1 次 サウ ー ド 王国 
時 の 古都 で ある (現在 の サウ ー ド 王国 は 第 3 次 サウ ー ド 王国 と 位置 づけ られ る )。 デ ィ ラ イ 
ー ヤ は 現 王国 の 2 大 基盤 で ある サウ ー ド 王家 支配 と イス ラー ム 改 革 運 動 (ウソ ッ ハ ー ビ ズ ム ) 
が 性 所 し た 場所 で も ある 。 


ディ ライ ー ヤ の 起源 

サウ ー ド 王家 の 祖先 が ディ ライ ー ヤ に 定住 し た の は 、1 5 世紀 で ある 。 サ ウジ 東部 の カ 
ティ ー フ 地方 か ら 中 部 の ディ ライ ー ヤ に 移住 し て きた サウ ー ド 王国 の 祖先 は 、 艶 か な 水源 
「 ワ ー デ ィ ー・ ハ ニー ファ 」 を 利用 し 耕作 地 を 増やし 富 を 鞭 え 、 有 力 地 方 部 族 と し て の 地 
位 を 確立 し た 。 ディ ラ イ ー ヤ が 村落 か ら 都 市 へ と 発展 し た きっ か け は 、 領 主 ム ハン マ ド ・ 
イブ ン ・ サ ウー ド ( 在 位 1726 て 1765) が 1744 年 、 ム ハン マ ド ・ イ ブン ・ ア ブ 
ドル ・ ワ ッ ハ ー プ に よる イス ラー ム 改 革 運 動 (リッ ハー ビズ ム ) を 保護 し た 事 に よる 。 ア 
ラビ ア 半 島 各 地 か ら ワ ッ ハ ー プ ブ の 新 し い 宗 教 的 教え を 学ぶ た め に ディ ラー ヤ に 集まる 人 々 
が 増え 、 金 や 銀 の 両 夫 商 が 軒 を 並べ る 商業 拠点 へ と 成長 し た 。 


0 較 


トラ イフ 地方 

現在 遺跡 が 残る 「 ト ライ フ 」 地 区 は 、 NE 
置か れ た ディ ライ ー ヤ の 中 心 だ っ た 。 トラ イフ 地区 は 高台 に あり 、 デ ィ ラ イー ヤ 全 城 を 取 
り 囲む 城壁 や 、 NE 
ド 王 国 第 4 代 領 主 の アブ ドゥ ッ ラ ー・ ビ ン ・ サ ウー ド ( 在 位 1813 て 1818) と その 
兄弟 9 人 の プリ ンス 達 の 宮殿 で ある 。 


ディ ライ ー ヤ 崩壊 

第 1 次 サウ ー ド 王国 の 伸張 を 警戒 し た オス マン 帝国 は 、 傘 下 の エ ジ プ ト 軍 を アラ ビア 半 
島 中 央 部 に 派遣 し 、 エジプト 軍 は 1 8 1 8 年 、 都 デ ィ ラ イー ヤ を 攻略 、 徹底 的 に 破壊 し た 。 
現在 の ディ ライ ー ヤ の 遺跡 の 多く は 、 そ の 当時 の まま 放置 され て いる 。 エ ジ プ ト 軍 の 占領 
は 1822 年 まで の 4 年 間 続 いた が 、 そ の 後 、 サ ウー ド 王 家 第 6 代 領 主 ト ルレ キー・ イ ブン ・ 
アブ ドッ ゥ ッッ ラ ー ( 在 位 1820 て 1834) は 本 拠 地 を ディ ライ ー ヤ か ら リ ヤ ド に 移し 、 
弟 2 六 サ ウー ド 王 国 を 再興 し た 。 以降 、 サ ウー ド 家 の 活動 は リヤ ド で 展開 され る 事 に な り 、 
ディ ライ ー ヤ の 歴史 的 役割 は 終わ っ た 。 


現在 は 、 修 復 作業 が 進ん で お り 、 一 般 公 開 さ れ て いる 。 
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B. キャ メル マー ケッ ト 
リヤ ド 市 内 か ら 片 道 約 3 0 分 。 





ラン チク イム 


ダン マン ロー ド を 4 0km ほ ど 東 へ 進む と 、 キ ャ メル マー ケッ ト が ある 。 マー ケッ ト に は 
白 、 黒 、 茶 色 等 いろ いろ な 色 の ラク ダ が 桂 の 中 に 飼 わ れ て いる 。 


C. 赤 の 砂漠 
リヤ ド 市 内 か ら 片 道 約 4 0 分 。 





赤く 見 える 砂漠 風化 され て で きた 崖 


メッ カ 道 路 を 7 0km ほ ど 西 へ 向かう と 、 風 紋 の ある 典型 的 な 砂漠 が 見 られ る 。 他 の 地域 
より も 酸化 鉄 を 多く 含ん で いる 為 、 赤 く 見 える この 砂漠 の 砂 は 、 と て も 細か い 。 リ ヤ ド の 
位置 する 中 央 部 の ナジ ド (高地 と いう 意味 ) は 広大 な 高原 地帯 で 、 リ ヤ ド 付 近 の 標高 は 約 
6 0 0m あ る た め 、 赤 の 砂漠 へ 行く 途中 、5 0km ほ ど を 通過 し た あたり か ら 一 気 に 降っ て 


MENS 
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D. キャ メル トレ イル 
リヤ ド 市 内 か ら 片 道 約 3 0 分 。 





キャ メル トレ イル 潤 れ 川 


赤 の 砂漠 へ 行く 途中 、 脇 道 へ それ て 、 土 漢 の 中 を 進ん で いく と リヤ ド 高 地 の 端 に 行き 着 
く 。 そこ か ら 見 下ろ す と 、 一 本 の 道 が ある 。 こ れ が キャ メル トレ イル で 、 昔 は この 道 を ラ 
クダ に 乗っ て 高 名 の 上 まで 上 っ て きた こと か ら 、 こ の 名 前 が ある 。 ま た 、 年 に 数 回 の 大 雨 
の 時 に 川 に な っ た 跡 ( 油 れ 川 ) も 見 る こと が 出来 る 。 


- ツ () - 


1 2. お お 土産 リス ト 


(用 シン 





0 の 200 デー ツン は 1 00g か ら 6 


て フ 





引い AN NM ラー リツ 


デー ツ は ナツ メ ヤ シ の 果実 で 、 北 アフ リカ や 中東 を 中 心 に 広く 栽培 が 行わ れ て いる 。 そ 
の 歴史 は 古く 、 メ ソン ポタ ミア や 古代 エジプト で は 、 紀 元 前 6 0 0 0 年 代 に は すでに 栽培 が 
行わ れ て いた と 考 えら れ て いる 。 実 が 就 する まで は 、 少 な く と も 6 ヶ月 は か か り 、 恐 度 に 
応じ て 様々 な 呼び 名 を 持つ 。 色 は 、 品 種 と 悪 度 に も よる が 、 黄 色 か ら 明 る い 赤 色 で 、 乾 燥 
させ た も の は 茶色 っ ぱく な る 。 長 期 保存 が 可能 で 、 乾 燥 地帯 で も 育つ た め 、 ベ ドウ ィ ン の 
重要 な 食料 で ある 。 カ ロリ ー も 100 グ ラム あたり 250 キ ロカ ロリ ー と 高く 、 ま た 新鮮 
の シク ( に 由 中 目 ( ド クト 6 人 ま 0 で CO の の クレ ツク ンク し 7 国有 ニア クト ド ト 。、 オッ 
ン と と も に 、 世 界 で も 有数 の デー ツ 生 産 国 で ある 。 ま た 、 日 本 の トン カツ ソー ス や お た ふ 
く ソ ー ス の 中 に は 、 独 特 の と ろ み や 甘み を 出す た め 、 デ ー ツ を 使っ て いる も の も ある 。 

お 土産 用 と し て は 、 デ ー ツ 詰め 合わ せ が SR 1 1 0 程度 か ら あ る 他 、 

2 ント グン ンク ペン ツン ツジ SR65 て SR80 ン ks 程度 100g か ら 販 売 
アー モン ド や オレ ンジ ピー ル 、 レ モン ピー ル を 挟ん だ も の 

SR98 ン kg 程度 1 0 0 g か ら 販 売 
sm ドリ グーン SR180 ン ks 程度 100 g か ら 販 売 
の ーー ン 2 ヤシ クン の oN 2 5/ ポ デー デー ツジ ショ ー ス SRTO/ 二 


・ ソ ] - 


リヤ ド 市 内 で は 、BATEEL (キン グ ダ ム タワ ー 下 の キン グ ダ ム モー ル 内 、 あ る い は 
タラ ティ ー ン 通り 沿い ) や 、KINGDOM DATES (オラ ヤ 通 り 沿 い ) 等 で 購入 で 
きる 。 


(2) シー シャ ( 水 た ば こ ) 





一 般 的 な シー シャ 


シー シャ ( 水 た ば こ ) は 、 イ ンド で 発明 され 、 イ スラ ム 導 に 広がっ て いっ た 喫煙 具 。 基 
本 的 な 構造 は 、 専 用 の 香り 付け が され た タバ コ の 葉 に 熱し た 炭 を の せ て 、 出 て きた 煙 を 底 
の ガラ ス 瓶 の 中 の 水 を 通し て 吸う と いう も の 。 水 が フ ィ ル ター の 役割 を し て 、 大 抵 の 不純 
物 や ニコ チン 、 タ ー ル が 水 に 溶け て し まう た め 、 あ まり 強く は 感じ な い 。 

大 き さ は 、 携帯 肝 の も の で 3 0 cm 程度 の も の か ら あ り 、 大 きい も の で は 1m を 超え る 。 
本 体 価格 の 目安 は 、SR60 か ら SR40 0 程度 。 

リヤ ド 市 内 で は 、 各 スー ク や ユー ロマ ル シ ェ 等 で 購入 で きる 。 

(3) キャ メル ボー ン 製 品 






大 小 様々 
ディ ラス ー ク を は じ め と し て 、 リ ヤ ド 市 内 で は 、 ラ クダ の 骨 で で きた キャ メル ボー ン 製 
品 を 見 つけ る こと が 出来 る 。 大きな も の か ら 小 物 ま で ある 。 価格 は 、 小 物 が SR 1 5 程度 
か ら で 、 大 きい も の に な る と SR1000 近 くす る も の も ある 。 


(4) サウ ジ ダ イ ア 
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ネッ クレ ス 必 ピア ス サウ ジグ ダイ ア 原 石 





サレ ジグ クイ ヤ は ほ は 、 デ ザー ト グ イ ヤ と 呼ば れる や の の 一 種 で 、 サ ウジ アラ ビ ピア 手 国 で は 、 
北西 部 の 砂漠 に よく 見 られ る 。 極めて 珍し い 半 貴石 で 、 成 分 的 に は 水草 の 部 類 に 入る が 、 
硬 度 は 9 て 9. 5 度 (水晶 : 7 度 、 ダ イヤ : 1 0 度 ) 、 光 の 屈折 率 は 天然 ダイ ヤ に 近い 。 価 
格 は 、 ネ ッ ク レ ス 、 ピ アス の セッ ト で 、 シ ル バ ー 製 が SR 2 0 0 か ら 。 ゴ ー ル ド や ホワ イ 
ト ゴ ー ル ド 製 に な る と 、SR800 て SR1000 か ら 。 デ ィ ラ スー ク 等 で 購入 可 。 


(5) 金 製 品 


の 本 両 内 で 人 、 デイ ラー クー クイ パス ピノ 短 の パー ノ に のめる ヨー ルド クー デー ノ 、 休 
製品 を 見 つけ る こと が 出来 る 。 通 常 、 店 頭 に 並べ られ て いる も の は 、2 2 金 や 2 4 金 の も 
の が 多い が 、1 8 金 を 扱っ て いる 店 も ある 。 デ ザイ ン は 、 派 手 な も の が 多い 。 ア ラブ の 国 
の 金 は 比較 的 安い と 言わ れる こと が ある が 、 価 格 は 、 基 本 的 に 金 の 国際 価格 に 連動 し て お 
り 、 加 工 料 が ヨー ロッ パ や 日 本 に 比べ て 安価 な た め に 若干 安く な る と いう だ け で ある 。 


(6 ) 原油 入り 置物 





中 に は 原油 が 入っ て いる 


サウ ジ 産 原油 の 象徴 Damman No.7 Light Crude Oil が 中 に 入っ て いる 置物 で 、 イ ンタ 
ー コ ンチ ネン タル ホテ ル 、 マ リオ ッ ト ホ テル や ラディ ッ ソ ン サ ス ホ テ ル の 売店 で 取り 扱っ 
CV の 


= の 


(7) アザ ー ン 時 計 





電 ス ペグ ク を の C ど と の た もち の レン 


1 日 5 回 の お 祈り (サラ ー) の 時 間 を 、 ア ザー ン の 声 と 共に 伝え て くれ る 大 変 有 り 難 い 
時 計 。 性 能 も 良く 、 世 界 の 1000 の 都市 に 対応 し て お り 、 ま た メッ カ の 方 向 を 知る た め 
に 方 位 磁石 が 内 蔵 さ れ て いる も の も あり 、 世 界 中 どこ に いて も 、 サ ラー タイ ム を 知る こと 
が 出来 る 優れ も の 。 日 本 の 都市 で は 、 東 京 と 大 阪 が 入っ て いる 。 価格 は 、SR100 か ら 
SR200 程 度 。 リ ヤ ド 市 内 で は 、EXTRA 等 で 購入 で きる 。 
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